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要旨　先進国における世帯規模と世帯構造の急速な変化は.新たな貧困と底辺化のパターンを生み出しつつある｡

おもに女性と子供から構成された片親家族は,もっとも急増している世帯タイプである｡イギリスとオーストラ

リアのデータから､労働市場における底辺化と公営住宅-の集中が明らかとなったc　これらの問題は,社会にお

ける家父長制の構造とくに伝統的な性的役割期待と女性の雇用機会の分断と結びついている｡
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1はじめに1

本稿は､イギ1)スとオーストラリアのデータに基づ

いて､片親家族に関する予察的な地理的分析を試みる｡

片親家族は.先進国においてもっとも急増している世

帯タイプのひとつである｡けれども,片親家族の地域

的分布やその社会経済属性に関して.地理学者は十分

に明らかにしてこなかった｡.片親家族の地域的分布は､

経験と理論の両レベルにおいて重要であるo経験的レ

ベルでは､片親家族の分析によって,世帯変化の地理

的含意が明らかとなる｡つまり,片親世帯の社会経済

特性と底辺化が実証されるだろう｡理論的レベルでは､

片親家族の底辺化は,現代西欧社会における女性の二

重の役割に起因した貧困の女性化の事例となるだろうo

片親家族の相対的貧困と分断は.社会主義およびフェ

ミニズムの理論と政策に対して大きな意味を持ってい

る｡この序の残りの部分では､まず､貧困の女性化の

問題について概観し.つぎに､イギリスとオーストラ
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リアの世帯変化の全般的動向について述べる｡最後に､

片親家族の地理学的研究について展望するc

底辺化の研究によれば,少数の集団が資本主義一家

父長制社会から疎外され,排除されていることが明ら

かとなっている(Merlin, 1986; Vant, 1986; Winchester and

white, 1988)｡これら集団の底辺化は,一般に､社会

における権力関係の構造的特徴と関係しているゎ　けれ

ども.パンクや売春婦,年金生活者､片親家族のよう

な多様な集団に関しては.より具体的な説明が必要に

なってくる0　本稿における片親家族の分析は､貧困の

女性化に関する近年の諸研究に大きく依拠している

( Pearce.1978; Stallard, Ehrenreich and Skalar,1983;

Holcomb, 1986).貧困の女性化の分析は､社会経済的

な階層分化の原因やそれが男女に及ぼす不均等な影響

を理解するのに役立つ｡

女性の中においても,かなりの階層分化が起きつつ

ある｡一方では, Holcomb (1986)が述べているよう

な｢新しい都市の女性｣が存在する｡すなわち､熟練

職,専門職の自立した女性であり,彼女たちはキャリ

ア志向で経済的に安定している｡それとは対照的に､

貧困線以下で暮らす女性も急増しているo　これら世帯
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の多くには男性がおらず,これには母子世帯と単独高

齢者世帯が含まれる　Stallard, Ehrenreich and Sklar

(1983)によれば､合衆国の成人貧困者に占める女性

の割合は､ 1969年の37%から1979年には67%-と急増

し女性の貧困の分析は,それが男性の貧困と異なって

いることを強調している｡男性の貧困は一般的に失業

を原因とするが.女性の貧困は低賃金職に女性が押し

込められていることに起因する｡職業の分断は､女性

が子育てや家事に従事し.男性によって経済的に養わ

れるという暗黙の仮定を反映している｡この仮定は､

離婚や子供の養育にも反映しており､子供は父親では

なく母親に育てられることが多い｡母子家庭は,とく

に貧困に陥りやすい　Sarvasy andVan Allen (1984)の

主張によれば.片親家族の母親が担う役割は,たんな

る二重の役割にあるのではなく､無償の家事労働に加

えて低賃金の賃労働を担う不公平な二重の役割なので

あるo

福祉国家と公共政策は,貧困の女性化におt ･て矛盾

した役割を果たしてきたつ公共政策が貧困状態にある

女性に対して果たす積極的な支援には,金銭給付とい

う形の直接的供給と.公務員職における種々の就業機

会という形での間接的供給がある｡これらの職業は.

そのほとんどが女性によって占められているのである｡

公共政策のマイナスの影響は,女性の貧困に対する解

決策が､伝統的家族のイデオロギーに基づいている場

合に生じている｡このイデオロギーは,女性の経済的

自立ではなく男性の雇用に関心を向けている　Survasy

and Van Allen (1984)は,こうした二重の役割の不公

平を解決するために,フェミニズムを核とした一連の

社会主義的政策パッケージを提案している=.

世帯に関する地理学的研究は,人口地理学と社会地

理学の領域にまたがっていることが多い｡先進国の人

口地理学者の伝統的な関心は､これまでおもに人口移

動に向けられ､ついで出生率や死亡率の地域差に向け

られてきた｡人口移動量が減少し,出生率と死亡率の

趨勢がしだいに予測可能になると,世帯構造の変化が

目立つようになった｡人口変動のうちでもっとも急激

で重要な形態としての世帯構造の変化に関する研究が

地理学で注目を浴びるようになったのは, 1985年にな

ってからである(Gober, 1986; Jones,1987; Hall, 1988)c

世帯や家族に対する関心の相対的な欠如は,定義の困

難さにも関係しているだろう.たとえばイタリアでは,
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世帯と家族はほぼ同義と考えられている(Hal一, 1986),

社会地理学者は.福祉の問題やさまざまな下位集団

の空間的特徴や社会･経済的特徴に関心を持っている

が.特定の世帯タイプに注目することはほとんどなか

った｡その例外は,高齢者の地理学的研究である｡一

般的に社会地理学者は､人種や階級､職業階層によっ

て規定された下位の人口集団を研究することが多かっ

た〇家族の研究を含むことが一般的な社会地区分析の

手法でさえ､世帯タイプそのものを分析することは稀

だった｡近年では､女性と建造環境との相互関連に関

する文献が増大し､ジェンダーによる都市の社会的分

化の重要性が強調されるようになった(Holcomb, 19糾;

LeⅥヰs and Foord,1984; Wagner, 1984; Ins臼tute of British

Geographer, Women and Geography Study Group, 1984;

Allport, 1986),その結果.従来の世帯の定義は適切で

ないことが明らかにされてきた(Pratt and Hanson,

1988),社会地理学は伝統的に福祉に関心を持ってお

り,都市内における特定の下位集団の底辺化が近年注

目されているけれども,世帯全般に関する地理学的研

究とくに片親家族の地理学的研究は.依然としてわず

かしか存在しない=
ノ

最近20年間において､西欧では世帯と家族の構造は

急激な変化を遂げたが(Hall, 1986)､他の先進国も同

様だった｡もっとも顕著な変化は､小規模世帯の比率

の上昇だった(第1表)ニ　イギリスの平均世帯規模は､

1971年の2.9人から1984年には2.6人へと低下した

(social Trends, 1986)｡オーストラリアの平均世帯規

模は, 1971年の3.3人から1986年には3,0人へと低下し

た(Social Indicators Australia, 1984)c　オーストラリア

の平均世帯規模が大きいのは､人口の構成上若い年齢

層が多いことから説明できるだろう｡

大規模世帯が減少すると同時に,単独世帯がかなり

増大したc　イギリスでは,単独世帯が1971年の18%か

ら19糾年には25%-と増大した｡オーストラリアでも

同様の傾向が認められ, 1971年の14%から1986年には

19%-と上昇した(第l表)｡単独世帯の割合がオース

トラリアで低いのは,人口の年齢構成がかなり違って

いるためであるコ　単独世帯の増大はおもにl人暮らし

の高齢者の増大に原因があるが,高齢者以外の年齢層

でも単独世帯はかなり増加しており､それには親世帯

から巣立っていった若年層,中高年の離別者､死別者

が含まれるo若年層と高齢者の単独世帯の多くは女性
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であるc　中年の単独世帯はわずかしか存在しないが､

その多くは妻子と離別した男性である｡世帯構造のそ

の他の変化には.核家族世帯(親子から構成される世

帯)の減少と片親と子供から構成される片親世帯の増

大がある｡本稿は,片親世帯の分布と特徴に注目する｡

この論文は､イギリスとオーストラリアの片親家族

のニ-ズ､貧困,底辺化に関して予察的な検討を行な

うo　次節以降において.片親家族の急激な増大やその

全国的および都市内の分布.所得･雇用･住宅･交通

の面からみた経済的底辺化について.データに基づい

て示す｡片親世帯の経済的･空間的底辺化という事実

は.個別地域における支援ネットワークの必要性とい

った広汎な社会的含意を持つ,こうした社会的含意を

導き出すことも可能ではあるが,そのためには詳細な

検討が必要であり,現在私はこれに取り組んでいるc

ともあれ､本稿で用いられている二次的データからは.

この間層を扱うことが不可能である｡

第1表1971年-1986年のイギリスとオースト
ラリアの世帯構成の変化(対総世帯比)

廟 り

>f* y :*1971~ li98l " l9由 * -19710 -* 1 諾 Tご'7986 一

人数 午 ;年 年 牢* 早 年
1 人 18㌻ 22 25 18 19

2 人 32｢ 32 32 27 29 31

5 人以上

平均世帯

11 25

2 -l… 112.7… 2.6 3.3

18 15

…‥三圭 5.63

■

人員 ■
片親世帯 2.8 4.1; 8.9 I 3.1

症: ※印のうち一部のデータは1969年のもの(資料: Social
Indicators Australia, 1981)

丁印はイン//ランドに関するデータ(資料: Regiorwl
Trends( 1988) ;本文中を参照)

資料:Slxia】 Indicators Austrn】ia, 1984; Census of

Popul机ion(Australia), 1986; llaskcy. 1986; Social

Trend㍉ 1986; Regional Trends, 19紺

本稿はまた､イギリスとオーストラリアの片親家族

向けの住宅政策･福祉政策についても手短かに検討す

る｡多くの国家政策が片親世帯を対象としており.た

とえばそれらは,育児,家族所得補償,住宅などの諸

政策や均等な雇用機会の創出などである｡困窮世帯の

地域分布と住宅は,裕福な持ち家社会において非常に

重要な問題である.二　というのは,持ち家以外の住宅に

集積した底辺層は,何がしかの社会的なレッテルを貼

られるからである0　同様に.福祉政策の受給者にもレ

ッテルが貼られるため,その背後に潜むイデオロギー

を検討することによってしか正当に評価できない｡イ

ギリスとオーストラリアにおける福祉政策は､ Sarvasy

and Van Allen (1984)によって提唱されている社会主

義フェミニズムの主張と関連させながら､本稿の終わ

りで検討されるo　ただし.政策の影響に関する詳細な

具体的検討は本稿の範囲を超えており,これについて

は別稿で検討する予定であることを強調しておきたい｡

片親家族の地三理学的研究はほんのわずかしかない｡

Thumerelle and Momont (1988)は, 1982年のセンサス

によってフランスの片親家族の分布を分析し.これま

での研究が少ないのはデータの困難さや片親家族を生

み出す原因が奥深いためであると指摘している｡彼ら

の主張によれば､いつの時代にも死別世帯のような片

親家族は存在していたが.片親家族の存在が核家族と

いう社会規範を脅かすことはなかった(Thumerelle and

Moment, 1988)｡合衆国の黒人の場合,たとえ核家族

という社会規範が過去に存在していたとしても.それ

は1960年代以降に消滅してしまった｡ 1984年には,半

数以上の黒人の子供が母親だけで養育されるようにな

った(Jones, 1987)<　低賃金で不安定な職しか得られな

いため,多くの黒人女性は福祉給付に頼った暮らしを

｢選択｣するとジョーンズは結論付けている(Jones,

1987. p. 32)e　この場合に片親家族の貧困は.労働市場

における性的な分断だけでなく人種の分断によってさ

らに悪化している｡

片親家族の地域的分布に関する研究では.地域の住

宅市場構造の重要性が強調されている　Rose and Le

Bourdais (1986)の指摘によれば,モントリオールで

は片親家族が増大しており, 1970年代初頭以降その年

齢が若年化した｡若年層は市の中心部に住むことが多

いため.モントリオール市内において片親家族の分布

が均等化するようになった.一方イギリスの研究によ

れば.片親家族の分布は都市周辺地域に集中している

(Robertson, 1984)c　女性が世帯主の世帯に関する包括

的な研究から,これらの世帯がインナーシティーに押

し込められている分布パターンや(Cook and Rud吐

1984),既存の住宅ストックの多くに見られる不適切

さが指摘されている(Birch, 1985; Watson, 1986),

片親家族の調査に利用可能なデータはおもに全国セ

ンサスであり,世帯類型や家族類型の定義によって
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第1図1981年のイングランドとウェールズにおける総世帯故に占める片親世帯の都合

資料: British Census, 1981

第2図1986年のオーストラリアにおける絵世帯数に占める片親世帯の割合

資料: Census of Population(Aotralia), 1986
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